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を学習する人々に「同化」を強いる側面があるという批判 (川上 1997 など )や，この問題に





















































次に，調査概要を述べた。インタビュー調査は韓国において 2009 年 9 月～2011 年 10
月にかけて行われた。約 1 週間の集中的な調査を 8 回実施し，「在日コリアン」2 世の教師








































































































































































強さを指摘したが [第 2 節 2.2.2]，こうした問題は，筆者と切り離されたところに蔓延って
いるものではなく，「単一性志向」の問題を正面から論じようとしている者でさえも，その
問題への鈍感さを抱えもってしまっていた。このことは，この問題がいかに根深く，根強
いものであるかということを間接的に指し示しているといえる。 [第 3 節 ] 
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研究業績関連説明書 
論文１「戦後の日本語教育における思想的「連続性」の問題－日本語教科書に見る「国家」「国民」 
「言語」「文化」」 
【要旨】 
本研究は，日本語教科書の通時的な内容分析と作成者の論考の批判的検討から，戦後の日本語教
育において，「国家」「国民」「言語」「文化」がいかに捉えられてきたのかを明らかにした。
「日本人のように日本語が話せるようになりたい」などと学習者の視点などを利用しながら巧妙に
「日本語＝日本人」という考え方が提示されてきたこと，また，「日本」「日本人」「日本語」
「日本文化」のそれぞれの境界が固定化され，同一性を兼ね備えた「統一体」として想定されてき
たことを指摘した。教科書の分析と作成者の論考から見えてきたこうした「日本語＝日本人」とい
う思想は，戦前のものと同一のものとはいえないが，依然として，戦後の日本語教育において継承
されていることが明らかとなり，本論文ではそうした流れを批判的に論じた。 
【関連】 
 本論文は博士論文の第２章「在日コリアン教師のライフストーリー研究への視座」の中の第１節
1.3の一部にあたる。博士論文では，本論文をもとに，さらに広く「日本語＝日本人」という思
想について考察した。 
 
論文２「「カテゴリー」化されることへの拒絶とその戦略的利用－在日コリアンとして生まれ育った 
在韓日本語教師の「日本語」の意味づけをめぐる語りを手がかりに」 
【要旨】 
 本研究は，従来の研究では着目されてこなかった，韓国に渡った「在日コリアン」の日本語教師
へのライフストーリーの聞き取り調査から，その生活史がいかなるものであったのかを捉えたもの
である。旧宗主国のことばである「日本語」を「母語」とし，それを旧植民地である韓国において
教えるということがどのような意味をもつのかにも着目した。調査から明らかになったのは，「日
本語」を「母語」とするがゆえに多くの困難や葛藤に直面しつつも，「限られた社会進出の道具」
の一つとして，かつ，自分たちの生まれ育った生活空間である「日本」との何らかの繋がりを維持
するためのものとして「日本語」を捉え直し，「戦略」的に利用しながら，韓国社会でのポジショ
ンを模索している教師たちの姿であった。 
【関連】 
 本論文は博士論文の第４章の構想のもとになったものである。「単一民族」という考え方では捉
えきれない教師の属性，そして，彼らの言語意識や言語経験をもとに「言語」と「国籍/血統」の
ズレの問題を論じ，その意味を考察するという研究課題は本論文の執筆を通じて明確になった。 
 
論文３「「日本語＝日本人」という規範からの逸脱－「在日コリアン」教師のアイデンティティと 
日本語教育における戦略」 
【要旨】 
本研究は，在韓の「在日コリアン」日本語教師のライフストーリーから，「日本語＝日本人」と
いう規範が根強い日本語教育において，その規範からの逸脱者がどのように自己を位置づけてきた
のかを明らかにしたものである。インタビューの結果，社会生活においては，「在日コリアン」と
いうカテゴリーで括られたアイデンティティを拒絶しているにもかかわらず，日本語教育の現場に
おいては，日本語ネイティブの「在日コリアン」であることを強く表明していることが明らかとな
った。そうした戦略を使わざるを得ない教師の前には，たとえ日本語のネイティブであっても，
「日本語ネイティブ教師＝日本人教師」という図式からは逸脱しているために疎外されてしまう現
実があることがわかった。このことから，「日本人性」が付与された「日本語」の存在とそれを容
認する日本語教育の実態が示唆された。 
【関連】 
 本論文は博士論文の第４章第１節の「在日コリアン」教師のライフストーリーの分析・考察部分
の一部である。本論文を【事例１】とし，博士論文では本論文で得られた考察結果をもとにさらに
調査を行い，【事例２】～【事例４】を加筆した。 
 
